




要約 

妊娠中毒症は,わが国では,いまだに妊産婦死亡原因の第一位であり,早産傾向と,SGA 児出

産,さらに周産期死亡の主要な原因となっている。今回のわれわれの調査では,妊産婦死亡

例はなかったが,重症例では著明に児の異常がみとめられた。同時に妊娠前異常が高頻度に

みとめられた。これは妊娠中毒症婦人を管理する時には妊娠前からの管理が重要であるこ

とを示唆している。さらにこれからの妊娠中毒症管理においては,家族歴・既往歴,その他

に対する対策,また母体のみならず胎児をも含めた管理を行い,さらに偶発合併症の適確な

診断と治療などを十分に考慮した対策がとられなくてはならない。 


